
曇
膿
と
法
華
経
疏

平

井

宥

慶

曇
暖

の

『
大
乗
二
十
二
間
本
』
第
十
八
間
は
、
三
乗
が
方
便
か
究
寛

か
二
乗

は
皆
得
成
仏
か
不
成
仏
か
を
問
う
。
そ
の
答
で
、
三
乗
は
五
姓

の
中
の
不
定
性
人
の
た
め
説
か
れ
た
が
、
皆
有
仏
性
論
か
ら
い
え
ば
悉

皆
成
仏

で
あ
る
か
ら
唯

一
性
の
み
立
て
ら
れ
、
そ
れ
は
真
如
に
順
ず
る

故
に

一
乗
正
法
を
立
つ
と
さ
れ
、
五
姓
差
別
は
方
便
説
で
あ
る
が
、

一

乗
に
も

方
便
と
真
実
が
あ
り
、
『
解
深
密
経
』
で

一
乗
が
権
教
不
了
義

門
と
す

る
は
鹿
浅
近
縁
に
説
か
れ
た
方
便
説
で
、
皆
有
仏
性
論
か
ら
は

究
寛
は

一
乗
の
み
で
あ
り
、
『
法
華
経
』
の
説
く

一
乗
は
こ
の
真
実

一

(
1
)

乗
と
結
論
す
る
。

こ
れ
は
深
密
経
の
見
解
を
方
便
説

で
会
通
し
て
い
る

よ
う
に
も
解
さ
れ
る
が
、
五
姓
各
別
説
を
と
ら
な
い
点
で
曇
膿
は
深
密

経
の
所
説
が
至
上
だ
と
は
み
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
。
曇
噴

の
修
学
が

(
2
)

多
面
な
こ
と
は
既
に
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
修
学
態
度
は
正
統

的
学
風
を

そ
の
ま
ま
に
は
必
ず
し
も
承
け
る
と
は
限
ら
な
い
な
ど
の
傾

向
を
露
呈
す
る
。
基
本
的
に
は
窺
基
系
唯
識
を
学

ん
だ
と
み
ら
れ
る
彼

(
3
)
が
、

こ
こ
で
は
五
姓
各
別
説
を
主
張
し
な
い
な
ど
そ
の
意
味
か
ら
留
意

す

べ
き
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
法
華

一
乗
論
を
積
極

的
に
論
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
二
十
二
間
本

の
思
想
背
景
と
し
て
主

(
4
)

要
な
も
の
は
唯
識
と
起
信
論
の
思
想
で
あ
る
が
、

こ
の
条
で
は
法
華

一

乗
思
想
が
皆
有
仏
性
論
と
関
連
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
尤
も

一
乗
思
想
と

『
法
華
経
』
の
関
係
自
体
に
は
不
思
議
は
な
い
が
、
曇
磯
の
修
学
経
路

を
考
え
る
と
き
、
『
法
華
経
』
が
い
か
に
修
学
さ
れ
ど
こ
で
学
習

さ
れ

た
か
は
、
中
原
仏
教
と
の
触
れ
合

い
と
い
う
点
か
ら
も
、
明
瞭
に
さ
る
(
5
)

べ
き
で
あ
ろ
う
。
曇
膿
に
は
『維
摩
経
』
疏
も
存
し
た
ご
と
く
で
あ
る
。

同
様
に
盛
行
し
た
法
華
経
の
修
学
状
況
の
解
明
は
、
当
時
の
中
原
仏
教

思
想
界
の
様
態
を
も
、
よ
り
明
確
に
す
る
に
ち
が
い
な
い
。
ま
ず
最
初

に
敦
煙
文
献
中
に
存
す
る
法
華
経
疏
類
の
分
布
形
態
を
検
討
し
よ
う
。

I
 識
語
表
題
の
明
瞭
な
も
の

佃
法
華
経
玄
賛
二
十
巻

窺
基
撰
 (大
正
三
四

六
五
一
a
-
八
五
四
b
)

6

創
S
.
 
五
八
九
 
(
G
.
 
五

六
〇
五
)
-
七
八
四
c
-
七
八
六
終
b
。
働
S
.
 
二

1
6
 

1
3

四
六
五
 (
G
.
 

五
六
一
一
)
-
六
五

一
b
-
六

六
〇

b
。
の
S
.
 
三七

一
三
V
.

(
G
.
 
五
六
〇
二
)
-
「
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
序
品
第

一
」
表
題
の
み
。
日
P
.
c
h
.
二

一
一
八
V
.
-
「
法華
玄
馨

第
十
」
の
み
。
(
ホ
)
 
P
.
 
c
h
.
 

二

一
五
九
V
.
-
妙
法

曇
膿

と
法

華
経
疏
 
(
平

井
)
 

二
二
九
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叢

と
法
華
経
疏
 (平

井
)
 

二
三
〇

蓮
華
経
玄
賛
科
文
巻
第
二

燕
毫
欄
忠
寺
沙
門
詮
明
科
定
。
(
ヘ
)
p
.
 
c
h
.
二

一

2
 

1
3
 

4

七

六
-
七

五

七

C
-
七

七

八

a
。
(
ト
)
p
.
 
c
h
.
三

八

三

二
-
巻
頭
-
六

七

一
a
。

20
 

13
 

7
 

21

紛
(
韮
)
6
6
号

-
六
五
六
、
a
-
六五
八
b
。
切
結
4
3
-
六六
四
野
-
六
六
七

26
 

10
 

25

c
。

歯

艮

38
-
六

七

三
b
-
六

九

四

b
。

の

黄

12
-
七

二
〇

b
-
七

三

終
 

18
 

10
 (
6
)
(
7
)

四
a
。

紛

河

39
-
七

一
六

c
-
七

二

〇

c
。

働
B
N
本
c
h
一
二

一
五
r
.
-

23
 

3

七
六

一
c
-
七
六
二
b
。
圃
私
蔵
本
総
目
索
引
縁
七
八
二
。
七
ハ
カ

(
8
)

七
九
〇

・
七
九

二
・
九

一
四

・
九
二

二
。

法
華
玄
賛
は
窺
基
 
(
6
3
2
1
-
6
8
2
)
 

が
博
陵
 
(河
北
省
定
県
)
 に
滞
在
し

て

(
9
)

い
た
と

き
の
撰
で
あ
る
が
、
そ
の
述
年
は
定
か
で
な
い
。
し
か
し
そ
の

最
上
限

は
七
世
紀
中
葉
以
前
で
は
な
い
と
思
わ
れ
、
敦
煙

に
入

つ
た

(1
0
)

(書
写
)
 の
は
敦
燈
写
本
の
時
代
区
分
か
ら
い
え
ぱ
中
期
以
降

の
こ
と

と
な
る
。

こ
の
中
爾
は
玄
賛
の
科
文
を
写
し
詮
明
な
る
沙
門
名
を
出
だ

(1
1
)

す
。
燕

台
が
今
の
北
京
と
す
れ
ば
そ
こ
の
法
源
寺

・
唐
代
の
欄
忠
寺
を

い
う
か
。

義
天
録
の
窺
基
述
玄
賛
の
次
項
に

「
会
古
通
今
砂
十
巻

科

(1
2
)

四
科
大
科

一
巻

已
上
詮
明
述
」
と
あ
り
、

こ
れ
を
い
う
か
。
義
天
録

に
は
詮
明
が
四
回
見
出
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
す
べ
て
に
科
文
を
述
す
。

(1
3
)

学
風
は
唯
識
系

の
よ
う
で
、
金
剛
経
の
条
で
道
魚
の
宣
演
に
科
文
二
巻

を
撰
す
魏
の
は
興
味
深
い
。
曇
膿
は
道
氣
と
関
係
深
絶
、
も
し
詮
明
科

定
本
が

こ
の
詮
明
と
同

一
な
ら
ば
、
こ
の
写
本
が
敦
煙
に
入
つ
た
経
路

と
し
て
曇
暖
と
の
関
連
性
が
考
え
ら
れ
て
く
る
。
目
も
題
名
の
み
。
尾

題
ら
し

い
が
詳
細
は
不
明
。
丁
寧
な
字
体
。
の
も
題
名
の
み
で
数
行
分

あ
け
て
金
剛
経
疏
巻
下
な
る
文
が
あ
る
。
紙
表
は
大
宝
積
経
。
達
者
と

マ
マ

は
い
え
縛
字
体
で
習
字
の
手
習
い
の
よ
う
な
写
本
。
紛
は
尾
題

「法
花

経
玄
賛
第
二
」
が
あ
る
。
切
も
尾
題
 
(第
四
)
 あ
り
。
大
正
蔵
経
本
は

各
巻
本
末
に
巻
す
る
が
、
そ
れ
が
な
い
の
に
留
意
し
た
い
。
図
は
界
線

が
あ
り
各
行
23
字
前
後
に
肉
太
の
字
で
つ
め
て
書
き

「
早
書
き
の
や
や

く
だ
け
た
書
体(
1
7
)
」
。

切
に
は
写
真
で
み
る
限
り
界
線
は
な
い
よ
う

だ
が

行
間
は
下
敷
を
使

っ
た
よ
う
に
き
ち
ん
と
揃

い
、
く
ず
し
字
も
散
見
で

(1
8
)

き
る
が
全
体
と
し
て
は
丁
寧
に
書
か
れ

「早
書
き
の
楷
書
」
の
様
で
あ

る
。
鋤
は
の
と
同
じ
筆
蹟
と
認
め
ら
れ
同
写
本

の

二
部
で
は
な
い
か
。

ジ

ヤ
イ

ル
ズ

草
書
体
の
典
型
は
回
の

個
で
、
目
は
G
目
録
に
淡
黄
色
紙
と
あ
り
、
の

は
目
録
に
灰
褐
色
と
い
う
、
両
者
と
も
比
較
的
上
質

の
も
の
の
よ
う
で

あ
る
。
劔
は
巻
頭
に

「法
花
経
玄
賛
巻
第

二

口
寺
沙
門
基
撰
」
と
あ

り
、
少
な
く
と
も
目
と
は
違
う
写
本
で
あ
る
。

的
紛
切
は
堅
い
筆
法
だ

が
正
書
と
は
い
え
ず
、
三
本
と
も
筆
蹟
は

二
致

し
な
い
。
翰
は
G
目
録

に
白

つ
ぼ
い
紙
と
あ
り
、
堅
い
筆
法
は
ペ
ン
類

に
よ
る

の
か
も
し
れ

ず
、
後
期
写
聴
に
属
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
以
上
か
ら
み
る
に
多
く
の

書
体
あ
り
、
時
代
と
人
と
広
範
に
わ
た
り
書
写
さ
れ
て
い
た
ご
と
く
で

あ
る
。
他
の
疏
に
比
し
て
玄
賛
の
写
本

の
多

い
こ
と
は
、
敦
燵
に
お
け

る
法
華
経
学
習
の

一
指
針
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
玄

賛
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

こ
れ
は
敦
煤
本
の
面
か
ら
も
論

ぜ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
2
)
法
華
経
論
二
巻
或
は

一
巻

世
親
釈
 
(大
正
二
六

一
a
-
二
〇
b
、

-
二
〇
b
)
。
S
二
五
〇
四
 (G
五
六
〇
一
)
 尾
題

「
法
華
論

一
巻
」
-
一
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21
〇
C
-
尾

完
。
法
華
論
に
は
二
巻
本
と

一
巻
本
が
伝
存
す
る
が
こ
の
伝

(2
0
)
(
2
1
)

訳
史
は
複
雑
で
あ
り
、
五
〇
八
-
五

三
〇
年
頃
の
訳
出
と
い
う
。
帰
敬

偶
と
依
義
摂
三
の
有
無
、
並
び
に
分
巻
が
相
違
す
る
他
は
ほ
ぼ
全
同
と

(
2
2
)

い
う
。
当
写
本
は

一
巻
本
で
依
義
摂
三
を
欠
き
、
現
存

一
巻
本
に

一
致

す
る
。

G
目
録
に
や
や
薄
い
白

つ
ぽ
い
良
質
紙
と
あ
り
、
七
世
紀
初
期

と
み
て
い
る
。
写
真
で
み
る
限
り
界
線
が
あ
る
よ
う
で
各
行
20
-
2
2
字

前
後
に
書

か
れ
、
写
経
で
あ
れ
ば
こ
の
時
期
は

「端
正
な
楷
書
」
が
多

(2
3
)
(
2
4
)

い
が
、
論
書
の
た
め
か

「や
や
く
だ
け
た
書
体
」
で
わ
ず
か
に
右
上
り

の
運
筆
は
な
れ
た
手
を
思
わ
せ
る
。
字
句
の
加
筆
訂
正
が
み
ら
れ
学
習

(2
5
)

が
共
な

つ
た
こ
と
か
。
法
華
論
は
玄
賛
に
多
大
の
影
響
を
与
え
た
こ
と

を
考
慮
す

れ
ば
、

こ
の
写
本
の
発
現
が
あ
つ
て
も
当
然
の
よ
う
だ
が
、

玄
賛
写
本

と
当
本
の
敦
煙
入
路
時
期
は
問
題
で
あ
る
。
両
者
が
ほ
ぼ
同

時
の
場
合

は
と
も
か
く
、
大
は
ば
に
ず
れ
る
場
合
は
ど
ち
ら
が
先
か
が

問
題
で
あ
る
。
当
本
と
類
同
の
筆
蹟
を
も

つ
玄
賛
写
本
は
な
い
。
当
写

本
の
成
立
が
七
世
紀
よ
り
少
し
早
い
と
い
う
可
能
性
も
考
え
て
、
玄
賛

写
本
と
は
違
う
経
路
も
考
え
ら
れ
る
。
マ
マ

個
法
華
経
義
疏
開
題
井
玄
義
十
門

吉
蔵
法
師
撰

S
六
八
九

一
 (
G

五
五
九
九
)
。
首
部
が
破
損
し
こ
れ
は
尾
題
。
吉
蔵
 
(
五
四
九
-
六
二
三
)

(
2
6
)

の
法
華
研
究
は

「法
華
宗
と
称
し
て
も
よ
い
ほ
ど
」
と
い
わ
れ
、
法
華

玄
論
十
巻

・
法
華
義
疏
十
二
巻

・
法
華
遊
意

二
巻

・
法
華
論
疏
三
巻

法
華
統
略

六
巻
が
現
存
し
、

こ
の
順
序
で
撰
述
さ
れ
た

と
想
定

さ
れ

(2
7
)

る
。
ま
た
観
世
音
経
賛

一
巻

・
法
華
経
新
撰
六
巻

・
法
華
経
玄
談

法

華
経
科
文
二
巻

・
法
華
中
疏
七
巻
が
目
録
に
み

ら

れ
る
が
定

か
で
な

い(2
8
)
。
表
題
と
同

一
の
も
の
は
な
い
が
、
検
討
の
結
果
、
法
華
遊
意
熟

い
た
い
類
似
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
相
違

は

そ
の
記
述
順
序

で
あ

る
。
大
正
蔵
経
は
鎌
倉
時
代
の
写
本
を
原
本
に
建
長
四
 (
一
二
五
二
)

年
本
を
校
訂
本
に
し
て
収
載
す
る
が
、
そ
れ
で

は
開
題
序

に
続

い
て

「
一
来
意
門
二
宗
旨
門
三
釈
名
題
門
四
弁
教
意
門
五
顕
密
門
六
三

一
門

七
功
用
門
八
弘
経
門
九
部
党
門
十
縁
起
門
」
の
十
門
に
分
別
す
。
当
本

で
は

「
二
弁
経
来
意
二
解
釈
題
名
三
明
経
宗
旨

四
釈
教
所
摂
五
顕
密

一

三
六
弁
経
功
能
七
弘
経
模
軌
八
翻
訳
前
後
九
部

類
不
同
十
品
次
差
別
」

と
あ
る
。
文
言
章
句
を
比
較
す
れ
ば
、
は
な
は
だ
近
似
す
る
が
、
記
述

順
序
の
相
違
は
著
し
い
。
G
目
録
に
は
、
柔
か

い
繊
維
質
の
白

つ
ぽ
い

紙
に
草
書
体
の
写
本
で
七
世
紀
と
す
。
界
線
の
あ
る
紙
で
草
書
体
と
い

つ
て
も

一
字

一
字
は
読
易
い
。
G
五
五
九
七
 
(
S
六
七
八
九
)
 を
参
照
の

こ
と
と
す
る
の
で
、
こ
れ
を
み
る
に
、
薄
い
繊

維
質

の
白
つ
ぼ
い
紙
で

草
書
体
の
七
世
紀
写
本
と
し
、
確
か
に
類
似
し
、
尾
題
に

「吉
蔵
法
師

撰

道
義
綾
 
(纂
)
 集
」
と
あ
り
、
「
法
花
経
義

疏
」
の
名
あ
り
。
写

真
の
22
コ

マ
目
に

「薬
草
喩
品
第
五

四
門
分
別

二
解
来
意
二
釈
品

名
三
問
答
決
疑
四
随
文
解
釈
」
と
あ
り
、
同
様

の
形
式
に
S
四

一
三
六

マ
マ

(
G
五
五
九
八
)
 が
あ
る
。

こ
の
2
コ

マ
目
に

「
法
花
経
義
疏
化
城
喩
品

第
七
四
門
分
別
」
以
下
同
右
と
あ
り
、
両
写
本

は
同

一
疏
本
の

一
部
分

で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
後
者
は
淡
黄
色
紙
と
さ
れ
、
筆
蹟
も
あ
ま
り
似
な

い
別
人
の
書
写
か
。
こ
れ
ら
と
全
同
の
吉
蔵
法
華
疏
は
現
存
中
に
見
出

曇
膿

と
法
華
経
疏
 
(
平

井
)
 

二
三

一
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曇
噴
と
法
華
経
疏
 (平

井
)
 

二
三
二

せ
な
い
が
、
強
い
て
い
え
ぱ

『
法
華
義
疏
』
に
類
似
す
る
文
言
章
句
を

見
出
す
。
恐
ら
く
関
連
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
が
、
相
違
は
い
か
な
る
理

由
か
。
道
義
な
る
者

の
再
編
集
と
い
う
ご
と
き
意
か
。
宋
高
僧
伝
巻
二

一
に
唐
五
台
山
清
涼
寺
道
義
伝
が
あ
り
、
彼
は
開
元
中
台
山
に
至
り
大

暦
元
 
(
七
六
六
)
 年
ま
で
存
し
た
が
寂
年
不
明
。

こ
の
人
物
か
あ
る

い

は
敦
煙

近
隣
の
僧
か
。
と
も
か
く
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
れ
吉
蔵
疏
が
敦

燵
に
は
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
法
華
論
の
伝
播
も
こ
れ
と
の
関

係
が
考

え
ら
れ
て
こ
よ
う
。
吉
蔵
疏
の
学
流
伝
播
を
も
考
慮
し
よ
う
。

働
法
華
義
記
 
(巻
第
三
)
 
大
正
八
五

・
一
七
〇

a
-
一
七
九

c
。

的
S
二
七
三
三
 
(G
五
六
〇
六
)
-
一

七
〇

a
-
一
七
六
c
 (薬
草
喩
品

後
半
-
持
品
・
完
)
。
大
正
蔵
所
収
本
。

目
S
四

一
〇
二
 (
G
五
六
〇
〇
)
-
一
七
二
a
-
一
七
九

c
 (化
城
喩
品

後
部
-
従
地
踊
出
品
・
完
)
。
大
正
蔵
所
収
本
。

の
p
.
 
c
h
.
三

三
〇
八
-
方
便
品
後
半
の
偶
の
解
釈
 
(尾
題

「法
華
経
義
記
第
一

巻
」
)
。

翰
の
奥
書

「
比
丘
恵
業
許

正
始
五
年
五
月
十
日
釈
道
周
所
集
在
中
原

広
徳
寺
写
詑
」
の
(
2
9
)
藷
五
年
は
北
魏
A
.
D
.
五
〇
八
年
童
体
は
落
別
に

丁
寧
に
書

い
て
あ
る
」
。
比
丘
恵
業
許
と
は
恵
業
な
る
比
丘
が
伝

写
を

(
3
0
)

許
可
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
。
釈
道
周
所
集
は
あ
る
人
の
撰
述
を
道
周

な
る
釈
子
が
再
編
し
た
と
も
と
れ
る
。
広
徳
寺
は
続
高
僧
伝
巻
六
に
魏

洛
下
広
徳
寺
釈
法
貞
伝
と
あ
る
広
徳
寺
か
。
し
か
し
こ
れ
に
合
う
恵
業

も
道
周
も
不
明
。
目
の
奥
書
は

「法
花
義
記
第
三

比
丘
法
順
写
記

也
」
。
法
順
の
名
は
華
厳
宗

の
杜
順
 
(
五
五
七
-
六
四
〇
)
 で
知

ら
れ
る

が
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
写
本
の
年
代
は
G
目
録

で
は
六
世
期
初
期
と

し
、
杜
順
の
活
躍
時
代
が
ほ
ぼ
階
代
と
す
る
と
妥
当
し
な
い
。
仏
祖
統

紀
巻
三
八
に
那
連
耶
舎
が
天
保
七
 
(五
五
六
)
 年
北
斉
の
郷
に
入
つ
て

(3
1
)

翻
訳
を
始
め
た
際
、
監
掌
し
た
中
に
法
順
と
い
う
名
を
伝
え
る
が
、
続

高
僧
伝
の
同
伝
に
は
そ
の
名
が
み
え
ず
。
同
二
六
巻
の
慧
蔵
伝
中
に
出

(3
2
)
(
3
3
)

だ
す
法
順
は
延
興
寺
で
浬
架
学
を
修
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ど
れ
と
も
決

し
か
ね
る
。
の
の
奥
書
は

「
利
都
法
師
釈
之

比
丘
曇
延
許

丙
辰
歳

(
3
4
)

用
紙
計
張

大
統
二
年
歳
次
丙
辰
六
月
庚
件
三
日
水
酉
写
此
法
華
義
記

一
部
願
令
此
福
逮
及
含
生
有
識
之
類
斉
悟

一
実
無
二
之
理
」
。
の
が
翰

目
と
同
疏
と
は
必
ず
し
も
確
定
し
な
い
が
、
表
題
が
同
じ
な
の
で
検
討

す
る
。
大
統
二
年
は
西
魏
論

五
三
六
年
。
利
都
法
師
は
響

ら
し
い

が
未
詳
。
曇
延
は
浬
盤
学

の
曇
延
 (五
一
六
-
五
八
八
)
 が
知
ら
れ
る
が
、

(3
5
)

彼
は
東
魏
の
郵
で
活
躍
し
た
よ
う
で
、
写
本
の
西
魏
年
号
と
は
ど
の
よ

(
3
6
)

う
に
相
応
す
る
か
。
大
統
二
年
に
彼
は
20
才
前
後
で
入
寺
が
16
才
頃
と

す
る
と
、
伝
写
の
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、

こ
の
頃
酉
魏
に
あ
つ

た
の
か
。
不
明
の
点
が
多
い
。

個
妙
法
樒
経
明
決
要
述
巻
第
四
 
(尾
題
)
 
P
.
c
h
.
二

一
一
八
R
.

裏
面
に
法
華
玄
賛
の
表
題
。
草
書
体
で
一
行
二
五
-
六
字
前
後
に
書
か

(3
7
)

れ
た
4
0
コマ
の
写
本
。

こ
の
題
の
疏
は
類
似
も
含
め
て
未
伝
。

個
観
音
経

二
巻

金
蔵
剛
菩
薩
注
釈
 
(尾
題
)
 (
北
)
 
雨
5
1
金

蔵
剛
は
劫

余
録
の
い
う
ご
と
く
金
剛
蔵

で
あ
ろ
う
。
東
域
伝
燈
目
録
に

「
註
普
門
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(3
8
)

品

一
巻

金
剛
蔵
菩
薩
註
」
と
あ
る
。
こ
れ
か
。

こ
こ
で
は
劉
虹
註
と

恵
遠
疏

の
間
に
あ
り
初
期
の
も
の
か
。

こ
れ
と
す
れ
ば
逸
書
の
発
見
で

あ
る
。
観
音
経
の
疏
と
し
て
p
.
c
h
.
三

九
〇
四
は
首
題

「
注
観
世
音
経
井
序

愚
道
微
内
外
注
之
」
、
尾
題

「
注
観
世
音
経

一
巻
」
。
縦
に
細
長
い
折
本

で
序
文

と
経
文
は
各
頁
四
行
取
り
、
注
文
は
割
注
で
八
行
取
り
、
木
筆

(3
9
)

本

文

双

鉤

注

単

鉤
。

こ
の

写
本

形

式

は

八
-
九

世

紀

に

現

れ

る

と

い

う(4
0
)
。

H
 表

題

の
な

い
も

の

働

経

疏

S
一

一
三
V
.
、
S
二

四

三
九
、

S
二

四

六

三
、

S
四

一
〇

七
、

S
六

四

九

四
、

(
謳
)
暑7
0
、玉

2
6
、菜

1
1
、淡

3
2
、
始

5
3
、致

1
5
、制

4
9
、

(
B
)
抄・
問

答

S
一

三

五

八
V
.
、
S
二

六

六

二
、

S
四

二

九

八
、
P
.
c
h
.
二

三
四

六
、
(
c
)
不明

S
五

八

四

九
。

1
 
大正
八
五

・
一
一
八
九
b
。

2
 

上
山
大

峻

「
曇

膿

と
敦

燈

の
仏
教

学
」
東
方
学
報

35
。

3
 
拙
論

「
道
気

と
曇
膿

の
唯
識
学
」

大
正
大
学
研

究
紀
要

61
。

4
 
拙
論

「
曇
膿

の
修
道
論
」
仏
教

の
実
践

修
道
篇
。

5

上
山
大
峻

「
八

・
九
世
紀
敦
煙

に
お
け
る

『
維
摩

経
』
諸
註
釈

の
系
譜
」
竜

大
論
集
3
8
7
。
6
 

(
韮
)
法
四
八
も
総
目
索
引

に
指

示
さ
れ
る
が
籾
余
録

と
写

真

に
該
当

な
し
。

7
 
G
e
r
h
a
r
d
 
S
c
h
m
i
t
t
-
T
h
o
m
a
s
 
T
h
i
l
o
 
i
n
 
Z
U
S
A
-

m
m
e
n
a
r
b
e
i
t
 
m
i
t
 
t
a
i
j
u
m
 
i
n
o
k
u
c
h
i
;
 
k
a
t
a
l
o
g
 
c
h
i
n
e
s
i
s
c
h
e
r
 
b
u
d
d
-

メ

ン

シ

コ

フ

h
i
s
t
i
s
c
h
e
r
 
t
e
x
t
f
r
a
g
m
e
n
t
e
 
(
B
a
n
d
 
1
)
,
 

8
 

M
目

録

に
も
全
く
無

と

は

い
え
な

い
。

9
 
大
正
三
四

・
八
五
四

a
。

1
0
 藤

枝
晃
目

「
敦
煤

写
本

の
編
年
研
究
」
学
術
月
報
24
-
1
2
。

1
1
 常

盤
大
定

編

『
中
国
文
化

史
蹟
』

12
巻

24
頁
。

1
2
 大

正
五
五

・
二
一
六
八

c
。

1
3
 拙

論

「
敦

煙
本
道
気
集

『
御
注
金
剛
経

宣
演
』
考
」
印
仏
研
2
2
-
一
。

1
4
 大

正
五

五

・
一
一
七
〇

c
。

1
5
 拙

論

「
道
気

と
曇
暖
」
印
仏
研

2
4
-
一
。

1
6

藤
枝
晃
目

「
敦
煙
写
経

の
字
す
が
た
」
墨
美
9
7
号3
7
頁
。

1
7
 藤
枝
晃
日

「
北
朝
写
経

の
字
す
が
た
」
墨
美
1
1
9
号
1
1
頁
。

1
8
 藤
枝

晃

前

掲

目
論

文

1
5
頁
。

1
9
 藤
枝
晃
前
掲
目

論

文
。

2
0
 矢

吹
慶

輝

『
鳴

沙

余

韻

解

説
』

2
1
 勝
呂
信
静

「
イ
ン
ド
に
お
け
る
法
華
経

の
註
釈

的
解
釈
」

法
華

経
の
成
立

と
展
開
三
七
九
頁
。

2
2
 横
超
慧

日
編
著

『
法
華
思
想
』
二

一

三
頁
。

2
3
 藤
枝
晃
前
掲
目
論
文
。

2
4
 藤
枝
晃
前
掲
日
論
文
。

2
5

勝
呂
信
静

「
窺

基
の
法
華
玄
賛

に
お
け

る
法
華
経
解
釈
」
法
華
経

の
中
国
的

展
開
三
四
四
頁
。

2
6
 横
超
慧

日
前
掲
書
二
五
七
頁
。

2
7
 平
井
俊
栄

『
中
国
般
若
思

想
史
研
究
』

三
五
八
頁
。

2
8
 丸
山
孝
雄

「
近

代

日
本

に

お
け
る
中
国
法
華
教
学

の
研
究
」

近
代

日
本

の
法
華
仏
教

五
三

二
頁
。

2
9

藤
枝
晃
前
掲

日
論
文
1
3
頁
。

3
0
 藤

枝

晃
四

「
北
朝

に

お

け

る

『
勝

蛋

経
』

の
伝
承
」
東
方
学
報
4
0
冊三

三
九

頁
。

3
1
 大

正

四
九

三

五

七

c
。

3
2
 同
前
六
七
二

a
。

3
3
 布
施
浩
岳

『
浬
桀
宗

の
研
究
』
後
篇

四
三
九
頁
。

3
4
 総
目
索
引

に
よ
る
。
藤
枝
博
士
は
4
0
紙
 (前
掲
四

論
文

三
四
四
頁
)
。

3
5
 布
施
浩
岳
前
掲
書
四
三
四
頁
。

3
6
 大

正

五

〇

四
八
八

a
。

3
7
 釈
疏
題

に
厳
密
性

は
求

め
ら
れ
な

い
ご

と

く

で
あ

る

(
藤
枝
晃
前
掲
四
論
文
三

四

四
頁
)
。

3
8
 大

正

五
五

・
二

一
四

八

c
。

3
9
 井

ノ
ロ
目
録

七
頁
。

4
0
 藤
枝
晃
前
掲
口
論
文

3
4
頁
。

＊
 
当
論

は
未
完

で
あ
る
。
特

に
I
I
項に
対
す
る
論
述

の
枚
数

が
尽
き

て
し

ま

つ
た
。
別

の
機
会

に
論

ず
る
予
定

で
あ
る
。

曇
暖

と
法

華
経
疏
 
(平

井
)
 

二
三
三
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